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▪主な内容▪ 花の苗を植えました・北都遊園地（大曲）
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　人の森／桝潟宏郎さん　
　北広ひとつまみ／サケを呼び戻そう！
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    まちのチカラ／北の台シャトルズ
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平
成
25
年
度
予
算
の
下
半
期
（
10
月
〜
26
年
３
月
）
の
執
行
状
況
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
も
ら
っ
た
税
金
を
、
ど
の
よ
う
に
使
っ

た
の
か
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
最
終
的
な
決
算
額
は
、
５
月
31
日
ま
で
の

出
納
整
理
期
間
を
経
て
確
定
す
る
た
め
、
今
回
の
掲
載
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

決
算
の
内
容
は
、
本
紙
12
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

■執行状況

＊支出額に対して一時的に不足する資金（13億431万円）
は、各種基金から一時的に借り入れて対応しています｡

区分 最終予算額 収入・支出済額

歳
入

市税 73億1,218万円 70億5,411万円
地方交付税 40億6,178万円 40億8,834万円
国庫支出金 34億1,475万円 26億6,027万円
道支出金 12億3,021万円 ８億5,950万円
市債 30億3,280万円 ３億0,160万円
その他 30億8,109万円 26億8,236万円
合計 221億3,281万円 176億4,618万円

歳
出

民生費 73億1,499万円 66億0,713万円
土木費 25億2,390万円 19億5,695万円
教育費 16億0,568万円 13億1,530万円
公債費 25億1,300万円 24億9,723万円
職員費 38億5,789万円 38億1,066万円
その他 43億1,735万円 27億6,322万円
合計 221億3,281万円 189億5,049万円

（３月31日現在）

　家計における給料などに当たります。
収入予算全体の33％を占めています｡

■市税 収入額　73億1,218万円

■執行状況 （３月31日現在）
区分 最終予算額 収入済額 収入率

市民税 個人 24億2,213万円 21億2,898万円 87.9%
法人 ６億2,050万円 ６億5,004万円 104.8%

固定資産税 31億7,060万円 31億8,940万円 100.6%
軽自動車税 7,400万円 7,540万円 101.9%
市たばこ税 ４億3,876万円 ４億0,966万円 93.4%
入湯税 2,654万円 3,124万円 117.7%
都市計画税 ５億5,142万円 ５億6,116万円 101.8%
その他 823万円 823万円 100.0%
合計 73億1,218万円 70億5,411万円 96.5%

民生費
73億1,499万円

土木費
25億2,390万円

教育費16億0,568万円

公債費
25億1,300万円

職員費
38億5,789万円

その他
43億1,735万円

221億3,281万円

歳出

市民
１人当たり
約12万円

　家計における貯金などに
当たります。特定の目的の
ために積み立てる資金です。

基金  残高
32億8,561万円

名称 残高
財政調整基金 ５億2,822万円
減債基金 ３億3,716万円
義務教育施設整備基金 １億5,677万円
庁舎建設基金 11億9,000万円
土地開発基金 ２億9,158万円
地域福祉基金 １億3,164万円
施設営繕基金 １億1,547万円
霊園管理基金 ２億4,678万円
その他 ２億8,799万円
合計 32億8,561万円

市民
１人当たり
約６万円

　家計における住宅ローン
などに当たります。
　公共施設整備などのため、
市が借り入れる長期の借入
金です。

市債 残高　
337億8,185万円

普通会計 240億3,708万円
一般会計 239億7,378万円
霊園会計 6,330万円

公営企業 97億4,477万円
下水道 84億2,721万円
水道 11億8,940万円
駐車場 １億2,816万円

合計 337億8,185万円

市民
１人当たり
約57万円

　

千
円
単
位
以
下
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

「
市
民
１
人
当
た
り
（
の
金
額
）
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
額
を
下
記
の
人
口
で
割
っ
て

い
ま
す
。

平
成
26
年
３
月
31
日
現
在
の
人
口

５
万
９
７
１
７
人

■最終予算額

■最終予算額
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■問合せ　財政課（☎ 372-3311 内線 865）

広報 北広島－2014.6.1③

■下半期の補正予算の状況
■下半期の補正予算の状況
　補正予算は、ありませんでした。

■執行状況 （３月31日現在）

（３月31日現在）

●国民健康保険事業特別会計　　　 １億9,346万円
●下水道事業特別会計　　　　　　　　 7,963万円
●介護保険特別会計　　　　　　　 １億2,671万円
●後期高齢者医療特別会計　　　　　　 　761万円

区分 最終予算額 収入済額 支出済額
国民健
康保険 73億1,618万円 61億3,223万円 65億1,863万円

下水道 20億3,118万円 12億7,429万円 15億7,785万円
霊園 １億0,569万円 1,231万円 8,213万円
介護保険 34億4,023万円 30億5,744万円 31億2,131万円
後期高
齢者医療 ７億3,099万円 ６億6,779万円 ６億7,195万円

有価証券・出資金
有価証券 513万円 出資金 24億4,489万円

（３月31日現在）
区分 最終予算額 決算予定額

水
道
事
業

収益的 収入 12億1,434万円 12億0,765万円
支出 11億6,379万円 11億2,425万円

資本的 収入 2,406万円 3,758万円
支出 ４億8,622万円 ４億2,445万円

■執行状況

　福祉や教育など、市政運営の基本的な経費を計上する会計
です。

＋　下半期の補正予算額　６億2,305万円
＋　上半期の補正予算額　２億9,111万円

一般会計

当初予算額　212億1,865万円 221億3,281万円

歳入

道支出金
12億3,021万円

市税
73億1,218万円

地方交付税
40億6,178万円

国庫支出金
34億1,475万円

市債
30億3,280万円

その他
30億8,109万円

　特定の経費を、一般のもの
と区別して処理する会計です。特別会計

　使用料収入などにより独立
採算制で運営するものを、法
律に基づいて設置する会計で
す。当市には水道事業会計が
あります。

＊このうち、平成25年度内に支出が終わらない予算５億7,348万円は、
26年度に繰り越して事業を実施します。

最終予算額　221億3,281万円
（前年度比3.1％の増）

最終予算額　221億3,281万円

企業会計

〈収入〉
　法人市民税の増収が見込まれたため、市税を増額しました。道
路の改修事業などに伴い、国庫支出金や市債を増額しました｡
〈支出〉
　福祉や教育、除雪に必要な経費などを増額しました。また、各
事業で必要な経費が確定したため、減額補正しました。
●北の台小学校校舎・体育館の改造など　１億2,579万円
●除雪対策経費　4,900万円
●福祉灯油　1,915万円
●西の里第二学童クラブ開設準
　備　29 7万円
●全国・全道スポーツ大会出場
　支援　73万円
●消防署大曲出張所庁舎の建設　－2,725万円　など

西の里第二学童クラブ
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平
成
25
年
度
末
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
約

１
万
５
６
０
０
人
と
な
り
、
12
年
度
末
の
約

８
６
０
０
人
と
比
較
す
る
と
、
約
２
倍
に
増

加
し
ま
し
た
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
介
護

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
認
定
と
は
、
介
護
保
険
の
対
象
に
な

る
か
、
ど
の
く
ら
い
の
介
護
が
必
要
か
を
公

平
に
判
定
す
る
も
の
で
す
。

介
護
認
定
に
つ
い
て

市
内
高
齢
者
の
人
口

　

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

平
成
25
年
度
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
決
算

見
込
額
は
約
34
億
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
約
２
億
円
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
12
年
度

介
護
保
険
の
運
営
状
況

平
成
25
年
度
の

　平成25年度の利用状況を、制度が始まった12年度と
比較してお知らせします。

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
や
居
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

33億
6,468
 万円

17億
3,575
 万円

約２倍

平成12年度 平成25年度

約２倍

平成12年度 平成25年度

１万
5,570人

8,560人

65歳以上の
５人に１人
が認定を受
けました

65歳以上の
８人に１人
が認定を受
けました

1,789人
増加しました 

約３倍

平成12年度 平成25年度

1,077人

2,866人

◆介護認定者数の内訳

＊平成18年度から、要支援が１
と２に分けられました。

要支援 １ 133 905
２ 245

要介護 １ 300 695
２ 238 363
３ 127 252
４ 92 188
５ 187 218

合計 1,077 2,866

(単位:人) 
平成
25年度

平成
12年度

〈
施
設
サ
ー
ビ
ス
〉

　

　

平
成
25
年
度
は
月
平
均
３
０
７
人
が
利
用

し
ま
し
た
。

＊１施設が、介護老人保健施設に
変更したため、利用者が減少しま
した。

◆施設サービスの月平均利用状況
　

平成
12年度

平成
25年度

介護老人
福祉施設 98 141

介護老人
保健施設 85 133

介護療養型
医療施設＊ 137 33

(単位:人) 

と
比
較
す
る
と
、
約
２
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

7,010人
増加しました 



■問合せ　芸術文化ホール（☎ 372-7667）■問合せ　高齢者支援課（☎ 372-3311 内線 818）
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北
広
島
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
四
恩
園

管
理
者
　
平
野
佐
緒
利
さ
ん

　

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
可
能
な
限
り
自
立
し
た
日

常
生
活
が
送
れ
ま
す
。

　

市
民
の
た
め
に
提
供
さ
れ
る
、
４
つ
の

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
●
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

認
知
症
の
方
が
施
設
に
通
っ
て
、
食
事
や

入
浴
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
４
カ
所
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

●
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）

　

認
知
症
の
方
が
少
人
数
で
共
同
生
活
を
し

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
日
常
生
活
の
支
援

や
、
機
能
訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
、
９
カ
所
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

●
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　

施
設
へ
の
通
い
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
中

心
に
、短
期
間
の
宿
泊
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

や
、
自
宅
へ
の
訪
問
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

　４月１日緑陽小学校跡施
設にオープンしたばかりの
複合型サービス施設管理者
の平野さんに複合型サービ
スについて伺いました。

いつまでも安心して地域で暮らしてほしい

区
分
支
給
限
度
基
準
が

変
わ
り
ま
し
た

＊食費や宿泊費などが別に掛かります。

　

４
月
１
日
か
ら
、
介
護
報
酬
の
改
定
に
よ

り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
で
き
る
１
カ
月

の
上
限
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
自
己

負
担
額
は
、
左
表
の
基
準
額
の
１
割
で
す
。

◆居宅サービス区分支給限度基準額

要介護区分 １カ月の区分支給
限度基準額

要支援 １ 50,030円
２ 104,730円

要介護 １ 166,920円
２ 196,160円
３ 269,310円
４ 308,060円
５ 360,650円

＊食費や宿泊費などが別に掛かります。

◆小規模多機能型居宅介護の自己
負担額（目安）

要介護区分 １カ月の自己
負担額（目安）

要支援 １ 4,498円
２ 8,047円

要介護 １ 11,505円
２ 16,432円
３ 23,439円
４ 25,765円
５ 28,305円

〈
居
宅
サ
ー
ビ
ス
〉　

　

平
成
25
年
度
は
年
間
１
６
２
８
人
が
利
用

し
ま
し
た
。　
　

(単位:人) 

◆主な居宅サービスの月平均利用状況
　　　　　　　　　　

平成
12年度

平成
25年度

訪問介護
（ホームヘルプ　
　　　サービス）

179 514

通所介護
（デイサービス） 260 830

短期入所
（ショートステイ） 39 118

●
複
合
型
サ
ー
ビ
ス

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
サ
ー
ビ
ス

と
、
訪
問
看
護
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
、

１
カ
所
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　複合型サービスでは、通
いや泊まり、訪問・看護
サービス、相談援助を一つ

ビ
ス
）
の
３
種
類
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

家
庭
的
な
環
境
と
、
地
域
住
民
と
の
交
流

の
下
で
、
日
常
生
活
の
支
援
や
機
能
訓
練
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
少
人
数
登
録
制
で
、
職
員

と
利
用
者
が
交
流
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

３
６
５
日
24
時
間
対
応
な
の
で
、
緊
急
の
際

に
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

１
カ
月
当
た
り
の
自
己
負
担
額
は
定
額
で

す
。
利
用
回
数
や
時
間
を
柔
軟
に
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
２
カ
所
の
施
設
が
あ
り

ま
す
。　

地域密着型サービス

の施設で受けることができます。同じ場所や人間関係の中
で継続した個別ケアが受けられるのが特徴です。総合的に
サービスを提供するので、急に体調が悪くなったときも安
心です。認知症で環境が変わることにより、病状が変わり
やすい方も、不安なく受けることができます。
　インスリン注射や点滴などで常に看護が必要な方もいま
す。今まで総合的に利用できるサービスが、見つからなか
った方には特に喜ばれています。
　利用者の不安が減り、表情が明るくなったり、通うのが
楽しみなどの言葉を聞くと、うれしいですね。
　複合型サービスは、まだ始まったばかりです。これから
地域住民にもっと浸透する努力や、より良いサービスの提
供をしていきたいと考えています。



　

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
作
品

　

昨
年
秋
の
元
気
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
北
広
島
時
習
学
園
の
コ

ー
ナ
ー
で
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

そ
う
に「
き
た
ひ
ろ　

ま
い
ピ
ー
」

の
素
焼
き
人
形
に
色
付
け
す
る
姿

が
見
ら
れ
た
。

　

人
形
５
０
０
体
は
、
北
広
島
時

習
学
園
の
皆
さ
ん
が
手
間
を
掛
け

作
っ
た
作
品
だ
。
中
心
に
な
っ
て

指
導
し
た
の
は
桝
潟
宏
郎
さ
ん
。

輪
厚
に
工
房
を
構
え
る
画
家
・
陶

芸
家
だ
。

　

今
年
も
仲
間
と
一
緒
に
人
形
を

作
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
「
数
年

前
に
体
調
を
崩
し
、
あ
ま
り
無
理

は
で
き
な
い
の
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
、
ゆ

っ
く
り
作
り
ま
す
よ
」
と
に
こ
や

か
に
語
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
ま
た
見
ら
れ
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。

　

輪
厚
に
工
房
を
移
し
て

　

道
都
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
講

師
を
引
き
受
け
た
の
が
北
広
島
に

関
わ
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
平
成

15
年
の
退
職
後
に
新
富
町
に
移
り

住
み
工
房
を
構
え
た
。
23
年
に
は

自
宅
と
工
房
を
輪
厚
に
移
し
、
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
制
作
に
打

ち
込
ん
で
い
る
。
ひ
孫
も
含
め
た

四
世
代
で
暮
ら
し
、
に
ぎ
や
か
な

毎
日
だ
そ
う
。
「
市
内
を
あ
ち
こ

ち
探
し
、
今
の
場
所
に
落
ち
着
き

ま
し
た
。
緑
が
多
く
、
空
気
も
き

れ
い
で
、
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

野
鳥
や
リ
ス
な
ど
も
庭
先
を
訪
れ

る
ん
で
す
よ
」
と
語
る
。

　

工
房
に
は
フ
ク
ロ
ウ
や
猫
、犬
、

魚
な
ど
動
物
の
陶
芸
作
品
が
ず
ら

り
と
並
ん
で
い
る
。
一
つ
一
つ
表

情
が
違
い
、
笑
っ
た
顔
、
酔
っ
ぱ

ら
っ
た
顔
な
ど
、
ず
っ
と
見
て
い

て
も
飽
き
な
い
ほ
ど
面
白
い
。

　

３
月
末
ま
で
夢
プ
ラ
ザ
で
も
作

品
を
展
示
し
、
来
場
者
を
和
ま
せ

た
。
展
示
期
間
が
終
わ
り
片
付
け

る
時
に
「
も
う
終
わ
る
の
？　

寂

し
い
ね
」
と
、
声
を
掛
け
て
く
れ

る
人
も
い
た
そ
う
だ
。

　

灯あ
か

り
の
魅
力
を
伝
え
る

　

桝
潟
さ
ん
は
旭
川
の
出
身
。
大

学
で
美
術
を
学
び
、
公
立
中
学
校

や
高
校
で
教
え
た
。結
婚
を
機
に
、

妻
の
実
家
で
あ
る
電
器
店
の
仕
事

に
就
い
た
。
こ
の
こ
ろ
、
照
明
に

つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
が
、
第
30
回

ふ
る
さ
と
祭
り
の
電
飾
イ
ベ
ン
ト

「
エ
ル
フ
ィ
ン
の
灯あ

か
り

」
で
生
か
さ

れ
た
。
暗
い
中
に
浮
か
び
上
が
る

花
や
妖
精
な
ど
、
色
と
り
ど
り
の

絵
柄
を
来
場
者
が
楽
し
ん
だ
。「
当

日
は
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
、
喜

ん
で
く
れ
ま
し
た
」
と
今
も
懐
か

し
む
。
他
に
も
、
子
ど
も
向
け
の

催
し
で
、
ラ
ン
タ
ン
作
り
を
指
導

し
、
明
か
り
の
魅
力
を
広
め
た
。

　

夫
婦
で
仲
良
く
活
動

　

か
つ
て
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
だ
っ

た
桝
潟
さ
ん
。
高
校
・
大
学
で
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
選
手
で
国
体
に

出
場
し
た
そ
う
。
妻
の
良
子
さ
ん

も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
選
手
だ

っ
た
。
平
成
14
年
に
、
良
子
さ
ん

が
キ
ャ
デ
ィ
ー
を
し
て
い
た
体
験

を
ま
と
め
て
本
を
自
費
出
版
し
た

時
は
、
桝
潟
さ
ん
が
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
挿
絵
で
ペ
ー
ジ
を
飾
っ
た
。

　

現
在
は
共
に
北
広
島
時
習
学
園

の
役
員
を
務
め
、
高
齢
者
同
士
の

交
流
に
尽
く
し
て
い
る
。
「
北
広

島
時
習
学
園
は
今
年
で
創
立
25
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

学
び
な
が
ら
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
し
た
り
、温
泉
に
行
っ
た
り
、

楽
し
く
活
動
し
た
い
で
す
ね
。
会

の
皆
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
、
生
活
の
張
り
合
い
に
な
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

北
広
島
の
風
景
を
描
く

　

桝
潟
さ
ん
の
描
く
北
広
島
の
風

景
画
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
普
段

目
に
す
る
何
気
な
い
風
景
が
、
色

鮮
や
か
な
水
彩
で
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
ま
ち
に
寄
せ
る
愛
情
を
感
じ

さ
せ
る
絵
だ
。

　

こ
れ
か
ら
も
作
品
を
通
し
て
、

ま
ち
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と

だ
ろ
う
。

ますがた・ひろを
輪厚在住。
北海道教育大学旭川校を卒業し、中
学校の美術教諭と高校の美術講師を
務めた経歴を持つ。その後、道都大
学で絵画と陶芸を教え、平成15年に
退職した。現在は制作の傍ら高齢者
の学びの場・北広島時習学園の副会
長として活動している。

心温まる作品を生み出す

桝潟　宏郎さん

愛らしい表情の人形たち

市内の風景画を多く描いている
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を
与
え
、
大
き
さ
が
約
５

㎝
に
な
る
４
月
中
旬
ま
で

育
て
ま
す
。

　

４
月
19
日
、
輪
厚
川
河

川
敷
・
親
水
広
場
で
第
６

回
目
の
放
流
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
み
ら
い
塾
な
ど

４
団
体
と
７
家
族
の
里
親

が
稚
魚
約
１
０
０
０
匹
を

放
流
。
昨
年
10
月
、
輪
厚

川
と
親
し
む
会
が
主
催
し

た
「
輪
厚
川
で
の
釣
り
体

　

毎
年
、
北
広
島
青
年
会
議
所
が
主
催
し
て

サ
ケ
の
稚
魚
の
放
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
会
議
所
が
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
平
成
21

年
、
市
内
に
流
れ
る
輪
厚
川
に
放
流
す
る
こ

と
で
、
市
民
の
方
に
郷
土
愛
な
ど
を
感
じ
て

ほ
し
い
と
企
画
し
ま
し
た
。

　

卵
は
、
恵
庭
の
「
さ
け
ま
す
・
内
水
面
水

産
試
験
場
」
か
ら
譲
り
受
け
ま
す
。
そ
の
後

里
親
に
渡
し
、
12
月
か
ら
５
カ
月
間
育
て
て

も
ら
い
ま
す
。
卵
か
ら
ふ
化
す
る
の
が
１
月

上
旬
で
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
稚
魚
は
お
な

か
に
抱
え
た
袋
（
卵
の
う
）
か
ら
栄
養
を
取

っ
て
成
長
。
卵
の
う
が
な
く
な
っ
て
か
ら
餌

験
」
の
と
き
に
、
サ
ケ
が
目
撃
さ
れ
た
と
聞

い
た
里
親
の
皆
さ
ん
は
、
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。
愛
情
を
持
っ
て
育
て
た
稚
魚
を
そ

っ
と
紙
コ
ッ
プ
に
移
し
、
思
い
を
込
め
て
川

に
放
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
「
戻
っ
て
く

る
か
な
？　

元
気
で
帰
っ
て
来
て
ね
」
と
期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

　

里
親
の
古
内
満
さ
ん
は
「
水
を
取
り
換
え

る
と
き
は
冷
た
く
て
大
変
で
し
た
が
、
孫
と

２
人
で
世
話
を
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
今
年
は
１
２
０
匹

育
ち
ま
し
た
。
来
年
も
参
加
し
た
い
で
す
」

と
孫
の
旭
さ
ん
も
う
れ
し
そ
う
。

　

「
会
議
所
で
は
、
こ
の
放
流
を
継
続
さ
せ

る
た
め
、
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
協
力
し
て

く
れ
る
方
を
募
っ
て
い
ま
す
。
サ
ケ
が
戻
っ

て
く
る
こ
と
を
信
じ
、
命
の

大
切
さ
や
川
の
環
境
に
少
し

で
も
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
理
事
長
の
米
内
勇

さ
ん
。

　

皆
さ
ん
も
秋
に
な
っ
た
ら

輪
厚
川
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
サ
ケ
の
姿
が
見
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

輪
厚
川
河
川
敷
・
稚
魚
の
放
流

西部中学校３年

西村祐人さん
（生徒会長）

地域と共にある
学校づくりを
自らの手で…

川へ向かう里親の皆さん

全校生徒がカボチャを収穫する様子

育てた稚魚を放流。４年後に帰
ってきてねと、願いを込めます
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■問合せ　市教委社会教育課（☎ 372-3311 内線 895）■問合せ　市教委社会教育課（☎ 372-3311 内線 895）

広報 北広島－2014.5.1広報 北広島－2014.6.1 ⑥⑧

　北緯52度のサスカツーン市は、４月でもマイナス10度前後の日々が続きます。４月16日そんな
北の街から高校生20人と引率者３人の交流団が、約12時間の旅を経て、寒さが緩み始めた北広島
へやって来ました。
　国際交流協議会主催事業の交流は、広い視野と国際感覚を持った人材育成を目的に、平成４年
から続いています。今年は北広島市が高校生を迎えました。
　ホストファミリーの家庭に５日間滞在して、市内の中学校では生徒と共に琴や空手の授業を体
験し交流しました。市役所を表敬訪問し市長との懇談、旧島松駅逓所をはじめ近郊の名所を巡り
北広島市への理解を深めていきました。

市内の中学校で生徒との触れ合い
　日本の学校生活を体験するため、４月17日市内の中
学校を訪問しました。全校生徒が盛大な歓迎会で温か
く迎えてくれました。
　始めは、距離感を持ってカナダからの高校生を見て
いた生徒たちですが、一緒に琴や空手の授業を受けて
いるうちに、距離感は全く無くなりました。
　生徒たちは自ら授業で習った英語を使い、身振り手
振りを交えながら、一生懸命コミュニケーションを取
ろうと頑張っていました。
　カナダの高校生も分かりやすいように、ゆっくり生
徒に話し掛けていました。
　彼らが給食を食べていると、いつのまにか外の廊下
に生徒たちが集まり、窓越しに手を振っていました。
もちろん彼らも笑顔で応えていました。

今度は娘がおもてなし
　今回ホストファミリーを引き受けた中村洋子さんに
インタビューをしました。
　昨年娘が交流事業でサスカツーン市を訪問し、滞在
先ファミリーの温かい歓迎を受けた。感謝と同時に今
度は自分が迎えてあげたかったと話してくれた。
　中村さん自身は英語があまり得意ではないが、今回
のホームスティ募集に手を挙げ、娘が中心となり家族
で、おもてなしをする事ができたそうだ。書道や着物
などの日本文化を
一緒に体験しても
らい、家族も充実
した日々を過ごす
事ができたと語っ
てくれた。


